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LiveOnの常時接続環境が拠点間の
距離感を縮め、全社の一体感を醸成
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導入前の課題

LiveOnで解決！

全社一体感醸成のため全拠点
間での安定した常時接続環境
の構築

既存システムのコスト負担と
サービス継続不安の解消

●

●

LiveOnが全拠点間の安定した
常時接続と高音質で対話でき
る環境を提供

専門事業者として安心できる
サービスを継続して提供、運用
コストも大幅削減

全国��の協会との全国会議、理事会など各種会議に広く活用
主に連合会と協会間の各種会議や理事会などに広く活用している。最も接続数が多い会議は、全国
��協会と行う全国会議である。希望があれば指定の参加者以外でも傍聴できるようにしており、その
接続数は多いときで���近くになることもあるという。

リアル開催とオンライン配信を組み合わせ、情報発信をより効果的に
連合会と協会間の会議だけでなく、連合会内部でも積極的にLiveOnを活用している。例えば全役職
員向けの説明会実施時には、リアルでの開催に加えてLiveOnでも同時配信し、在宅勤務者や電話対
応などで離席ができない職員も参加できるようにしている。リアルとオンラインをうまく組み合わせる
ことで、これまでよりも広く情報発信ができるようになった。

使い勝手の良さが後押しとなり、Web会議の利用頻度がアップ
連合会ではリプレイスを機にWeb会議の導入規模を拡張し、参加者の間口を広げるとともに、同時並
行で複数の会議が開催できる環境を整えた。さらに各協会内でも要望に応じて自由にLiveOnを使え
る環境にしたことで、利用用途が広がるとともに、利用頻度も以前より高くなっている。LiveOnの操作
性の良さもその後押しになっているという。LiveOnへのリプレイスにより、課題となっていた情報共有
のスピードアップや部署間の連携強化を実現できたことは大きな成果である。

サポート工数も削減でき、利用者だけでなく運用担当者の利便性も向上
LiveOnへのリプレイスは利用者側だけでなく運用側の利便性向上にも繋がっている。それに寄与して
いるのがLiveOnの「遠隔設定変更機能」である。各協会は使用端末や環境もさまざまであるため、こ
れまでは手探りでサポートをしている状態だったという。今では各協会の設定状況を遠隔から確認・
変更ができるようになり、サポート工数の削減と利便性向上に繋がっている。

ネットワークインフラを整備し、より多様なシーンでの活用を推進
現在、連合会と各協会のネットワークは直接繋がっておらず、Web会議を行う際はVPNに接続する必
要がある。利用環境にも制約がある状態のため、今後はネットワークインフラを整え、各協会がどのよ
うな環境からでも常に利用できるネットワークを構築する予定だという。それにより、各協会での利用
ニーズに合わせた柔軟な運用が可能になるだけでなく、より多様なシーンでWeb会議を活用できる環
境を整えたいと考えている。

テレビ会議を常時接続し容易にコミュニケーションできる環境に
当社では従来からテレビ会議システムを導入。本社の各フロアや拠点に設置して日中の業務時間内
は常時接続し、お互いの状況を画面で確認できる状態にしていました。こうすることで会社全体の一体
感が醸成され、さらに連絡したい相手の状況が一目でわかるのでスムーズにコミュニケーションでき
ます。

現会議システムの今後のサービス継続に不安、コストの問題も
しかし、従来のテレビ会議システムはコストが高く、将来サービス提供を中止する可能性があることも
聞き及びました。もしそうなら今後当社が拠点を増やし、利用頻度も高くなればそれだけリスクも増し
てしまうため、代替のシステムを検討することになりました。

安定した常時接続を実現し、夜間には自動終了も出来るLiveOnが有力候補に
代替システム選定にあたっては、LiveOnおよび一般的なWeb会議システムを比較・検討。当社では拠点
間を常時接続して使う前提ですので、一般的なWeb会議システムのように会議時間に制限がある仕様
では当社の活用方法にはマッチしません。LiveOnは常時接続での使用も問題なく、使用しない夜間に自
動的に終了させることも可能なため、第�有力候補になりました。  

円滑なコミュニケーションのための音質へのこだわり
性能面でもっともこだわったのが「音質」です。当社では、毎朝全グループ会社が参加する朝礼をオン
ラインで実施しており、そこで各拠点の担当者の生の声を全社に伝える時間を設けています。それに対
して全国からアドバイスや感想が述べられ、それが発表者の励みにつながっています。発表者たちは一
生懸命話しており、そこで音声が途切れたりすると不安になりますし、全社の士気にも影響します。こ
のため音質には特にこだわりたかったのです。

常時接続対応や音質、画面表示などすべての条件を満たしていたLiveOnを採択
さらに、普段の常時接続時は各拠点同じサイズで表示し、朝礼では発表者が大きく表示されるなど、場
合によって画面表示が変更できることが条件。また、今後の拠点数増加を見越して、表示画面数や接続
拠点数に制限がないことも条件となります。これらすべての条件を満たしていたのが、LiveOnでした。

導入前の課題

LiveOn選定の決め手
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誰でもストレスなく活用できるシンプルな仕組み
LiveOn向けのハードウェアは、ノートPCやWebカメラ、マイクを用意。モニターは以前のものをそのま
ま継承しました。運用面の準備では、簡易マニュアルを各拠点に配布し、接続が困難だと判断した拠
点には直接出向いてサポート。準備期間�～�.�カ月程度で立ち上げました。立ち上げの際に特に意識
したのが、操作などをできるだけ単純化したことです。当社社員は必ずしもITに詳しいとは限りませ
ん。不要なトラブルを避けるために、操作を可能な限りシンプルにしました。

全社コミュニケーションを活性化する仕組みとしてLiveOnを活用
拠点間の常時接続や、全拠点参加の朝礼など、グループ全体のコミュニケーションを活性化する仕組
みを担うシステムとして新たにLiveOnを導入。立ち上げから�年強、非常に安定して稼働しています。
立ち上げ当初は、グループの中心であった「エコテック」社として導入しましたが、その後のホールディ
ング制への移行後はクロスティホールディングスが主体となってグループ全体でLiveOnを活用してい
ます。

JMSのスピード感を評価、細かなリクエストにも対応
導入当初は細かな点をJMSに相談し、実際にスピード感を持ってさまざまなことに対応してもらいま
した。また、LiveOnの自動起動・終了や、さらに朝礼の時だけ発言者の表情などがよくわかるような自
動画面レイアウト変更など、細かなリクエストにも対応。朝礼時の画面レイアウトに関しては、「遠隔地
であっても発言者の表情や様子がとてもよくわかる」と、好評です。

運用コスト��％削減、ネットワーク帯域も�/��に
コストの観点では、以前と比較して�年間で約��％削減。さらに技術面からも、従来から使用するネッ
トワーク帯域が��分の�程度になりました。このことは、同時に進めていた社内ネットワーク環境の改
善にも大きく貢献しています。また、この業界の社員は必ずしもIT機器の操作に慣れているわけではあ
りません。LiveOnは、操作が簡単で非常にシンプルなシステム。ITに不慣れな業界や企業において
Web会議を無理なく始めるには最適なツールです。

悪天候時などの遠隔現場支援の実現に期待
冬の北海道では雪の影響で移動できないこともあります。遠隔から現地の状況を確認したり職人さん
と会話できたりすれば、悪天候時のリスクも低減でき、当社の工事管理者の工数も削減可能です。将
来的には、そのような仕組みが実現できることを期待しています。

情報共有のスピードアップや部署間の連携強化が課題
全国��の信用保証協会を会員とし、日本で唯一の保証業務支援機関である一般社団法人全国信用
保証協会連合会では、オンプレミス版のLiveOnを各協会との各種会議に活用している。
新制度などへのスピード感ある対応が求められる中、連合会では情報共有のスピードアップや関係機
関との連携強化に取り組んでいる。しかし、出張ベースの会議では参加できる人数が限られるうえ、持
ち帰ってのフィードバックでは情報共有に時間が掛かる、内容が均一に伝わらない、といった課題が
あった。

Web会議の活用推進に取り組む中、既存製品がサービス終了に
そこでWeb会議の積極的な活用を推進しようとしていたところ、導入していた会議システムがサービ
ス終了となってしまったという。それを機に、連合会ならびに��の会員協会で利用するWeb会議システ
ムのリプレイス検討をスタートした。

オンプレミスで導入が可能で、かつ国産・自社開発製品であること
既存製品もオンプレミスで導入しており、クラウドに対して抵抗感を持つ協会もあることから、次の製品
もオンプレミスでの導入を前提としていた。また、安定的なサービス提供やサポート対応という観点から
も、国産もしくは自社開発にてサービス提供をしているメーカーであることも選定条件のひとつであった
という。

多様な利用環境に対応できる柔軟性の高さ
��の独立した組織と連合会で使用するという特殊な使用環境であるため、そういった環境でも問題な
く管理・運用できる仕組みがあるかどうかも重要視していた。LiveOnはライセンス体系やアカウント設
定などの機能面を含め、連合会で希望する運用と親和性が高いこともポイントとなった。

�製品を比較検討、選定の決め手は「総合力の高さ」
リプレイスにあたっては�社の製品で比較検討し、その結果LiveOnを選定した。決め手はLiveOnの「総
合力の高さ」であったという。前述のオンプレミス導入などの必須要件はもちろんのこと、LiveOnは品
質や機能、サポート面など各項目において連合会で想定していた要件を十分に満たしていた。加えて、
必須ではないが希望要件として挙げていた全参加者の映像表示ができるなど、他製品にはない付加
価値もあり、総合的な評価が非常に高かったという。

導入後の効果・感想

LiveOnを活用した今後の事業展開など

ご活用用途

本社所在地 ： 北海道札幌市東区北��条東��
丁目�-�

資    本    金 ： �億円

売    上    高 ： ��億円
                          （����年�月期 グループ合計）

従  業  員  数 ： ���人
                          （����年�月現在 グループ合計）

グループ企業： 株式会社エコテック、アルティ株
式会社、株式会社水研工業、株式
会社エコライフシステム、株式会
社コネクト、株式会社ブリッジ、株
式会社カイセイ、株式会社アスペ
ックコーポレーション

企  業  概  要： 一般住宅をはじめ、大型商業施
設や地元での公共工事で多くの
実績を重ねることで高い信頼を
築いてきたクロスティホールディ
ング様。電気設備や空調設備、給
排水設備の設計・施工から、住宅
設備のメンテナンス、内外装工事
まで、住宅・施設関連のさまざま
な領域をワンストップで対応でき
るグループ�社の強みを生かし、
理想的な人々の暮らしの実現を
追求している。

ホームページ ： https://www.crossty-hd.ne.jp/
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